
世代を超えた住民同士の交流「あったか交流会」

相
談
員
（
繪
面
幹
夫　

氏
）
の
支
援
を
受
け
、
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

ど
を
行
い
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
な

当
日
は
、
近
隣
の
小
林
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
及
び
小
林
中
学
校

ー
ス
で
は
、
制
服
試
着
や
背
の
う
の
展
示
及
び
缶
バ
ッ
チ
釣
り
体
験
な

す
る
「
あ
っ
た
か
交
流
会
」
に
お
い
て
、
昨
年
に
引
続
き
自
衛
隊
募
集

元
住
民
が
連
携
・
協
力
し
、「
つ
な
が
り
」・「
き
ず
な
」
の
構
築
を
重

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

か
で
も
「
缶
バ
ッ
チ
釣
り
体
験
」
は
大
人
気
で
あ
り
、「
ブ
ル
ー
イ
ン

え
て
い
る
の
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
貰
っ
て
も
い
い
で
す
か
」
と
の
反
響
が

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
採
用
広

宇
都
宮
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
、
各
関
係
協
力
団
体
と
協
力
し
な

要
視
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
各
種
団
体
や
公
民
館
事
業
と
の
連
携
強

「
あ
っ
た
か
交
流
会
」
は
、
地
域
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
に
地

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
宇
都
宮
募
集
案
内
所
（
所
長　

古
川
３

化
を
図
り
、「
世
代
を
超
え
た
地
区
の
ふ
れ
あ
い
場
所
」
と
し
て
開
催

音
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま
る
と
、
募
集
ブ

き
で
、
去
年
も
制
服
を
着
に
来
た
ん
で
す
よ
」、「
将
来
、
自
衛
隊
を
考

「
子
供
が
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
の
で
一
緒
に
迷
彩
服
を
着
た
り
、
自

う
と
絶
え
ず
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。
ま
た
、
来
場
者
か
ら
は
、

衛
隊
の
バ
ッ
ク
（
背
の
う
）
が
背
負
え
て
良
か
っ
た
」、「
自
衛
隊
が
好

令和６年度就職援護広報等部隊研修
応
予
備
自
衛
官
の
雇
用
協
力
企
業
を

の
有
用
性
に
対
す
る
更
な
る
理
解
促

び
航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
の
支
援
を

本
研
修
は
援
護
協
力
企
業
及
び
即

今
年
度
は
５
社
９
名
の
企
業
主
等
の

形
で
あ
る
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
機
と

な
体
験
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
る
と
と

近
で
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
参

受
け
て
「
令
和
６
年
度
就
職
援
護
広

の
間
、
陸
上
自
衛
隊
大
和
駐
屯
地
及

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
（
本

報
等
部
隊
研
修
」
を
実
施
し
た
。

招
へ
い
し
て
、
部
隊
を
研
修
す
る
こ

和
駐
屯
地
に
お
い
て
は
、
第
６
偵
察

輪
装
甲
車
の
体
験
試
乗
を
、
松
島
基

自衛隊栃木地方協力本部

～地域の活性化と社会福祉への理解と参加の促進に貢献～

装備品の説明を受ける企業の皆様 ブルーインパルス機と記念撮影

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
退
職
自
衛

雇
用
の
有
用
性
を
よ
り
一
層
理
解
し

官
に
対
す
る
援
護
及
び
即
応
予
備
自

効
果
を
図
り
つ
つ
目
標
達
成
に
向
け

る
。
全
力
で
邁
進
し
て
い
く
」
と
し
て
い

職
の
自
衛
官
に
触
れ
、
退
職
自
衛
官

化
が
図
れ
た
。

与
え
ら
れ
た
各
種
目
標
達
成
の
た
め
、

栃
木
地
本
は
「
今
後
も
、
地
本
に

援
護
、
募
集
、
広
報
等
が
一
丸
と
な

っ
て
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
相
乗

陸
佐
）
は
、
11
月
９
日
（
土
）
塩
野
室
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

パ
ル
ス
」
や
「
10
式
戦
車
」
と
い
っ
た
装
備
品
の
缶
バ
ッ
チ
を
釣
ろ

あ
り
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
更
に
深
め
る
事
が
で
き
た
。

報
活
動
を
所
員
一
丸
と
な
り
推
進
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い

部
長　

加
藤　

浩
１
陸
佐
）
は
、11

日
（
水
）

27

月
26
日
（
火
）
か
ら

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
大

と
に
よ
り
、
企
業
に
お
け
る
自
衛
官

護
基
盤
の
拡
充
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

加
者
一
同
は
自
衛
隊
に
お
け
る
貴
重

も
に
、
様
々
な
部
隊
で
活
躍
す
る
現

進
、
防
衛
基
盤
及
び
退
職
自
衛
官
援

島
救
難
隊
等
の
部
隊
説
明
及
び
施
設

隊
に
お
い
て
は
、
航
空
自
衛
隊
の
花

の
記
念
撮
影
や
離
陸
す
る
場
面
を
間

隊
等
の
部
隊
説
明
、16
式
機
動
戦
闘

車
等
の
装
備
品
見
学
及
び
96
式
装

飛
行
隊
、
松

地
に
お
い
て
は
、
第
11

見
学
等
を
実
施
し
た
。
第
11
飛
行

衛
官
雇
用
に
対
す
る
協
力
態
勢
の
強


